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研究成果の概要（和文）：日本の代表的製造企業を対象に、企業のグローバル化の中で、どのようにイノベーション活
動を行っているか、他国の類似企業、あるいは対象企業の海外事業所と比較しながら、その活動の主役である技術者と
彼らが働く職場に着目して調査を行った。それら調査と内容検討の結果、以下の点が確認された。
１つには、Ｒ＆Ｄ（研究開発活動）のグローバル化、特に海外Ｒ＆Ｄ拠点の展開と拡充、および本国Ｒ＆Ｄ拠点との連
携の強化を急速に進めている。２つには、Ｒ＆Ｄ人材については、海外での採用を各地の労働市場の特徴を生かして、
積極的に採用を増やしている。3つには、国内Ｒ＆Ｄ人材のマネジメントについては、グローバル化は遅れている。

研究成果の概要（英文）：We investigated the globalization of R&D activities of leading Japanese 
manufacturing companies with special attention to its human resources and organization. We did this 
comparatively with special reference to their global subsidiaries and their counterpart companies abroad. 
Our findings are summarized as follows.
 First, the globalization of those companies has accelerated in the past few years of their speed. The 
R&D activities are one of the most conspicuous on this front among all the activities. Those companies 
has established new R&D facilities abroad and the collaboration among those facilities and those in Japan 
has been intensified. Second, local recruitment has been accelerated and thus local R&D personnel has 
increased both in quality and quantity. Third, but the impact of the above mentioned globalization onto 
the domestic R&D organization and its staff management is minimal so far.

研究分野： 戦略的人的資源管理
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１．研究開始当初の背景 
企業による今日までのイノベーションの創

出活動の地域的な分布を見ると、北米、と

りわけアメリカ合衆国、英仏独の西ヨーロ

ッパ諸国、そしてアジアにおいては日本が、

その主たる推進力であった。それゆえ、現

在までの企業によるイノベーション活動の

研究は、これら３地域に特有な企業環境や

経済社会環境を織り込んだ、言うならば地

域限定的イノベーションモデルの構築とそ

の実証研究であった。 

   しかし、近年このような地域限定性

を持つイノベーション研究の手法が現実と

の乖離を持ち始めている。今日、企業、と

りわけグローバル企業における研究開発マ

ネジメントを研究する場合、必然的に研究

の視野をグローバルに広げ、研究開発環境

の地域間の差異と類似性の両者に対する配

慮が必要となってきた。それゆえ、本研究

ではグローバルに研究開発活動をおこなっ

ている企業を対象に、持続的にイノベーシ

ョンを創出する企業の研究開発マネジメン

トの特性とその規定要因を、グローバルな

枠組みで抽出することが必要である。 

 
２．研究の目的 
背景で述べたとおり、近年において企業の

イノベーション活動がグローバル化する中、

イノベーション研究もグローバルな枠組で

捉えなおす必要がある。本研究の代表者及

び分担研究者は、過去に日本の電機産業企

業を対象に、そのイノベーション活動を、

企業レベル・職場管理職レベル・R&D 技

術者個人レベルの３層に対し、立体的な調

査・分析を行った。本研究ではこの経験を

もとに調査対象を拡大し、電機、自動車産

業のグローバル企業を対象に、上記３層レ

ベルに対して同様の立体的な調査を、国内

R&D 拠点のみならず中国、欧州及び米国

の R&D 拠点で行うことで、グローバル化

する R&D 活動を、研究開発活動を担う人

材と組織に注目して、持続的イノベーショ

ン創出のメカニズムの解明を目指す。学術

的な新規性に留まらない実践的な研究成果

の創出が期待できる。 
 
 
３．研究の方法 
   本研究の代表者・分担者を含む国内

外の研究者による国際共同研究チームを編

成して研究を進める。研究フェイズとして

は、①実証モデルの確定 ②企業 3 層への

聞取りによる質的データベースの構築 ③

企業３層へのアンケート調査による量的デ

ータの構築 ④質的・量的データベースの

統合とそれを用いた分析、という４つのフ

ェイズを設定し、このフェイズに沿って進

める。企業 3 層レベルとは、本社の R&D・

人事部門、国内外拠点における R&D 管理

者層レベル、研究開発者層レベルの３層で

あり、企業の R&D 活動の立体的な構造を

聞取りとアンケートデータで把握し、デー

タベース化し、質的・量的分析を行う。 

 
４．研究成果 

   期間中に当初計画に対し、以下の成

果を得た。 

① 技術者における客観及び主観的成果決

定モデルを構築した。 

② 日本企業(電機、自動車、製薬)企業の国

内研究開発拠点、及び欧米・中国の研

究開発拠点に対する聞き取り調査を行

い、質的データベースを構築した。 

③ 日本企業(電機、自動車)に関する 3 層ア

ンケート調査により量的データベース

を構築した。同様に、フィンランド及

びドイツの電機産業企業に対する 2 層

(管理層、技術者層)のアンケート調査に

より、量的データベースを構築した。

フランスについては、電機、自動車企

業に対する 2 層アンケート調査により、

量的データベースを構築した。 

④ 日本企業について、質的、量的データ



ベースを統合的に分析した。 
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